3.アルカリ銀ハライド結晶の放射線損傷の研究(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度)) by 淡野, 照義
Title3.アルカリ銀ハライド結晶の放射線損傷の研究(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度))
Author(s)淡野, 照義















































はアルカリ′､ライド,銀 ･銅ノ､ライ ドについても成り立っ｡アルカリ銀 ･銅ハライドにおい
て,放射線損傷の存否と価電子帯最上部の性質との関連は,放射線励起の結果生じる電子一
正孔対が,単一金属イオンの励起状態として近似できる単純な状態に緩和するか否かという
点にかかっていると解釈できる｡
(2)Rb2AgI3にⅩ線照射により生じる主な吸収帯は,2.49,2.9,4.10,4.22,4.36eV に
あり,K2AgI3では同様の吸着帯が,2.52,2.8,4.2,4.3eVに生じる｡ これらの吸収は/
C軸とそれに垂直な方向に関して大きな異方性を示す｡ 低温でX線照射俊,結晶の温度を上
昇させてアニールの実験を行なった｡その結果,E〟C偏光に対する2.49eVにある吸収ピ
ークとE⊥C偏光に対する2.9eVに吸収ピークが同じ損傷生成物に起因することがわかっ
た｡これらの吸収帯はⅩ線照射によって生成したAgOである可能性があるが, しかしはっ
きり同定することはできなかった｡
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